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の
ぞ
い
て
み
よ
う
知
多
草
木
農
場

農
場
だ
よ
り

普
及
部 

技
術
普
及
課

　

知
多
草
木
農
場
で
は
、
開
場
か
ら
４
回

目
の
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
年
（
平
成

26
年
度
）
か
ら
新
た
に
Ｅ
圃
場
を
お
借
り

す
る
こ
と
が
で
き
、
総
面
積
は
１
７
４
ａ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
、
水
稲
の
作
付

け
は
96
ａ
で
、
全
体
の
55
％
と
、
当
農
場

の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
水
稲
の
栽
培
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。知

多
草
木
農
場
の　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

水
稲
栽
培
の
時
期

　

知
多
草
木
農
場
の
あ
る
愛
知
県
阿
久
比

町
は
年
間
平
均
気
温
が
16
・
０
℃
（
大
府

市
の
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
よ
り
）
で
、
と
く

に
５
月
か
ら
秋
に
か
け
て
気
温
が
高
く
経

過
し
ま
す
。
水
稲
の
栽
培
が
可
能
と
さ
れ

る
平
均
気
温
15
℃
以
上
の
期
間
は
、
統
計

的
に
は
４
月
20
日
～
11
月
２
日
頃
（
こ
の

間
の
積
算
気
温
は
４
４
７
４
℃
で
年
間
積

算
気
温
の
76
・
３
％
）
で
す
が
、
体
感
的

に
は
も
う
少
し
短
い
感
じ
が
し
て
い
ま

す
。
本
年
も
春
先
に
低
温
が
続
い
て
、
早

植
え
し
た
周
囲
の
稲
は
、
分
げ
つ
の
発
生

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
水
稲
一
作
に
必

要
な
積
算
気
温
は
、
気
温
15
℃
以
上
の

日
の
積
算
で
田
植
え
後
２
２
０
０
℃
～

３
０
０
０
℃
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
寒
冷
地
で
は
作
付
け
可
能
期
間
が
短

く
、
温
暖
地
ほ
ど
長
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
当
農
場
で
は
田
植
え
を
大
き
く
２
回
の

時
期
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
５
月
中
旬
頃
に
田
植
え
を
行

う
早
期
栽
培
で
、
当
農
場
で
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。周
辺
慣
行
で
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
移
植
を
稚
苗
で
５
月
１
日

～
10
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は

ま
だ
夜
温
が
低
く
、
自
然
農
法
栽
培
で
は

イ
ネ
の
初
期
生
育
が
緩
慢
に
な
り
や
す
い

た
め
、
当
農
場
で
は
ポ
ッ
ト
苗
の
35
日
育

苗
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
２
週
間
程
度
遅
い

５
月
中
旬
に
田
植
え
を
行
い
ま
す
。

　

２
回
目
は
約
１
ヶ
月
後
の
６
月
中
旬
頃

に
田
植
え
（
ポ
ッ
ト
30
日
苗
）
を
行
う
普

通
期
で
、
愛
知
県
で
育
成
さ
れ
た
あ
い
ち

の
か
お
り
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
５
月
中
旬
に
植
え
る

と
、
穂
揃
い
は
７
月
末
か
ら
８
月
初
旬
、

同
様
に
あ
い
ち
の
か
お
り
を
６
月
中
旬
に

植
え
る
と
穂
揃
い
は
８
月
末
に
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
登
熟
期
間
の
積
算
気
温
は

８
０
０
～
１
０
０
０
℃
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
概
ね
９
月
10
日
頃
、

あ
い
ち
の
か
お
り
は
10
月
15
日
頃
を
目
処

に
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

排
水
対
策
と  

秋
処
理
と  

雑
草

対
策
と
（
２
０
１
３
年
の
Ｆ
圃
場
）

　

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
中
で
の

栽
培
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
作
付
け
た
Ｆ
圃
場
、
あ
い
ち
の
か

品種 田植え日 茎数＊1

( /㎡ )
穂数

( /㎡ )
収量

（kg/10a）

コシヒカリ
4 月 27 日 314 300 477

5 月 18 日 364 326 509

はたはったん＊2
5 月 18 日 307 281 650

6 月 27 日 287 253 666

あいちのかおり
5 月 18 日 436 312     －＊3

6 月 27 日 365 257 640

田植え時期による収量の違い（2012 年）

*1  出穂 40 日前頃の本数　　*2  財団育成品種　　*3  欠測

2012 年の結果では、早期
のコシヒカリは４月植えに
比べて５月中旬植えの方が
分げつ数が多く、収量が高
かった。普通期のあいちの
かおりを５月中旬に植える
と分げつ数は多くなった
が、食味が大きく低下し
た。はたはったんは５月植
え、６月植えで収量に差は
なかった。
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お
り
を
作
付
け
た
Ｇ
圃
場
の
収
量
は
概
ね

周
辺
慣
行
と
大
差
な
く
栽
培
で
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｆ
圃
場
は
そ
の
前
年

（
２
０
１
２
年
）
秋
に
、
圃
場
入
り
口
に

近
い
箇
所
を
中
心
に
排
水
が
す
す
ま
ず
、

ト
ラ
ク
タ
ー
が
圃
場
に
入
れ
な
い
ほ
ど
ぬ・

か・

っ・

て・

し
ま
っ
て
、
秋
耕
起
が
全
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
２
０
１
３
年
春
、

ぬ
か
る
む
場
所
を
ね
ら
っ
て
暗
渠
排
水
を

施
工
し
ま
し
た
。
通
常
は
圃
場
全
面
に
施

行
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
田
植
え
に

間
に
合
わ
な
い
の
で
突
貫
で
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

案
の
定
、
田
植
え
後
の
雑
草
の
発
生
は

想
像
以
上
で
し
た
が
、
手
取
り
に
併
せ
て

水
管
理
や
微
生
物
資
材
の
流
し
込
み
等
で

稲
の
生
育
が
雑
草
を
上
回
り
、
表
１
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
作
付
け
を
そ
れ

ま
で
の
普
通
期
か
ら
早
期
に
し
て
、
稲
刈

り
時
期
を
早
め
た
（
10
月
に
な
る
と
気
温

が
下
が
っ
て
田
面
が
乾
き
に
く
く
な
る
）

甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
昨
年
秋
に
は
Ｅ
Ｍ
ボ

カ
シ
Ⅱ
型
を
１
０
０
kg
／
10
ａ
散
布
し
て

秋
耕
起
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
秋
耕
起
後
の
稲
わ
ら
分
解
を
進
め
る
た

め
、
う
ね
立
て
を
行
っ
て
排
水
を
確
保
し

ま
し
た
。　

２
０
１
４
年
の
栽
培

　

知
多
草
木
農
場
で
は
、
昨
年
春
に
水
稲

育
苗
用
の
ハ
ウ
ス
の
中
に
幅
１
・
６
ｍ
、

長
さ
10
ｍ
の
常
設
プ
ー
ル
（
み
の
る
製
水

稲
育
苗
ポ
ッ
ト
75
枚
を
置
床
可
能
）
２
基

を
設
置
し
て
育
苗
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ー
ル
は
単
管
で
組
ん
だ
枠
に
沿
っ
て

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と
ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー
ル
を

重
ね
て
舟
状
に
し
、
そ
の
中
に
洗
い
砂
を

10‌

cm
程
度
の
厚
さ
に
敷
き
詰
め
て
あ
り
ま

す
。
実
際
に
使
用
す
る
際
は
、
砂
の
上
に

根
切
り
ネ
ッ
ト
を
敷
き
、
そ
の
上
に
播
種

し
た
育
苗
箱
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

洗
い
砂
を
敷
き
詰
め
た
の
は
、
床
全
体

の
均
平
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
と
、
育

苗
中
に
根
を
砂
の
中
に
張
ら
せ
る
と
、
根

が
き
れ
い
に
切
れ
て
苗
を
取
り
易
く
な
る

た
め
で
す
。
ま
た
砂
が
あ
る
事
で
折
衷
苗

代
（
水
田
で
行
う
育
苗
の
方
法
）
の
よ
う

に
箱
下
で
の
水
位
保
持
が
容
易
に
な
る
の

で
、
追
肥
に
使
う
液
肥
の
ム
ラ
の
緩
和
に

品種 穂数
( /㎡ )

籾数
( 千粒 /㎡ )

登熟歩合
( ％ )

収量
(kg/10a) 旨み値

コシヒカリ（Ｆ圃場） 280 31.6 85.6 548 87.3

あいちのかおり 282 23 92.6 473 72.0

稲ワラ分解は土壌微生物の働きによるので、効率よく分解させる
ためには適正な温度、養分、水分と酸素が必要です。
温度：ワラのすき込みから田植えまでに、積算気温で 1,500℃以

上が必要（当農場は約 2,500℃）
養分：ワラのＣ／Ｎを 30程度にするためには窒素成分で４～５

kg/10a が必要。
水分と酸素：畑状態（土壌中の孔隙の 60％程度が水で占められ

ている状態）が望ましい。

表１　2013 年の水稲収量

写真１　Ｆ圃場の暗渠敷設工事
　　　　（2013 年春）

写真２　秋耕起後にうね立てを行って
　　　　排水を確保した（2013 年秋）

知多草木農場の秋耕起～田植え期の積算平均気温

も
な
り
ま
す
。

　

培
土
は
購
入
し
た
無
肥
料
の
水
稲
育
苗

用
粒
状
土
と
ク
ン
炭
を
容
量
比
で
１
：
１

に
混
合
し
た
だ
け
の
物
を
使
用
し
、
発
芽

が
揃
っ
て
、
苗
が
１
・
５
葉
期
に
な
っ
た

頃
か
ら
１
葉
出
葉
ご
と
に
ア
ミ
ノ
酸
主
体

の
有
機
液
肥（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ソ
リ
ブ
ル
等
、

窒
素
成
分
で
０
・
５
～
１
mg
／
箱
）を
使
っ

て
追
肥
式
に
養
分
を
補
う
方
法
を
採
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
は
４
月
８
日
に
コ
シ
ヒ
カ



40

リ
を
、
５
月
14
日
に
あ
い
ち
の
か
お
り
を

播
種
し
、
各
々
35
日
、
30
日
間
の
育
苗
を

し
ま
し
た
。そ
の
他
の
品
種
も
あ
る
の
で
、

現
状
の
床
面
積
で
は
１
期
分
の
苗
箱
し
か

並
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
田
植
え
を
約
１
ヶ

月
ず
ら
す
こ
と
で
、
同
じ
床
で
育
苗
を
２

回
行
う
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
田
植
え
の

た
め
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
箱
を
各
圃
場
に

運
ぶ
と
同
時
に
、
あ
い
ち
の
か
お
り
を
播

種
し
て
置
床
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

　

本
年
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早
期
）
を
Ｆ
圃

場
、
Ｍ
圃
場
に
、
あ
い
ち
の
か
お
り
（
普

通
期
）
を
Ｈ
圃
場
と
新
規
の
Ｅ
圃
場
に
植

付
け
ま
し
た
。
Ｆ
圃
場
、
Ｍ
圃
場
は
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
施
用
、
秋
耕
起
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
Ｈ
圃
場
は
昨
年
ダ
イ
ズ
作
だ
っ
た
た

め
ダ
イ
ズ
収
穫
残
渣
の
み
を
12
月
に
す
き

込
み
、
Ｅ
圃
場
は
今
春
に
お
借
り
し
た
時

に
レ
ン
ゲ
が
ま
い
て
あ
っ
た
の
で
春
耕
起

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
坪
当
た
り
56
株
（
株
間
18‌

cm
、

１
６
・
８
株
／
㎡
）、
あ
い
ち
の
か
お
り

は
同
40
株
（
株
間
25‌

cm
、
１
２
・
１
株
／

㎡
）
で
植
え
て
い
ま
す
（
表
２
）。
Ｆ
圃

場
、
Ｍ
圃
場
は
昨
年
に
比
べ
て
草
の
量
が

少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
Ｆ
圃
場
は
揺
動

除
草
機
１
回
、
中
耕
除
草
機
１
回
と
手
取

り
除
草
を
、
Ｍ
圃
場
は
揺
動
除
草
機
２
回

2014 年度の水稲育苗と栽培の様子

写真３　単管で枠を組んでブルーシート
　　　　の舟を作り、洗い砂をいれる

写真４　育苗床に水を張って均平をとる写真５　播種して順次育苗床に並べる
　　　　（置床）

写真６　育苗箱をならべたところ

写真 10　あいちのかおりの 30 日苗の様子 写真９　コシヒカリの 35 日苗の様子

写真７　太陽シートで被覆し、ネズミ
　　　　よけの防虫ネットを張る

写真８　定植直前のあいちの
　　　　かおりの苗
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と
手
取
り
除
草
が
２
回
必
要
で
し
た
。
Ｈ

圃
場
は
揺
動
除
草
機
１
回
と
拾
い
取
り
程

度
で
、
Ｅ
圃
場
は
機
械
の
試
験
の
た
め
に

揺
動
除
草
機
を
１
回
か
け
ま
し
た
が
必
要

な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

慣
行
か
ら
の
切
り
換
え
初
年
の
Ｅ
圃
場

や
畑
転
２
年
か
ら
の
復
帰
年
の
Ｈ
圃
場
と

は
い
え
、
あ
い
ち
の
か
お
り
で
雑
草
の
発

生
が
少
な
い
の
は
、
雑
草
の
発
芽
を
待
っ

て
代
か
き
を
行
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
稲
の
初
期
生
育

が
旺
盛
に
な
っ
て
田
面
を
覆
う
の
で
、
草

が
発
生
し
に
く
く
な
る
、
と
い
う
事
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
圃
場
は
例
年
通
り
、
１
枚
の
圃
場
を

中
畦
で
区
切
っ
て
早
期
作
付
け
区
を
B1
圃

場
、普
通
期
作
付
け
区
を
B2
圃
場
と
し
て
、

植
え
付
け
時
期
や
追
肥
の
有
無
、
品
種
の

比
較
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆

　

本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
秋
風
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
当
農
場
の
稲
も
黄
色
く
色
づ
い
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
知
多
草
木
農
場
責
任
者　

山
田  

研
吾
）

品種 圃場 田植え日 栽植密度
(株数/㎡)

約 30 日後の茎数

（ / 株 ) ( /㎡ )

コシヒカリ
F 5 月 13 日 16.8 15.2 255

M 5 月 13 日 16.8 16.8 282

あいちのかおり
E 6 月 14 日 12.1 26.9 326

H 6 月 16 日 12.1 29.3 355

写真 11　Ｆ圃場の田植え（みのる式田植機）

写真 12　田植え直後にＥＭボカシ（こつぶっこ）を田面施用
写真 15　B1 早期米（手前）と B2 普通期米（奥）
　　　　白い畦で水管理を違えている

写真 13　田植え１ヶ月後のＦ圃場

写真 14　田植え２ヶ月後のＦ圃場

表２　2014 年の稲の生育状況

※調査は田植え後約 30 日に実施した


